
 

   関東学院大学大学院工学研究科履修規程 
                                （２００７年２月２８日制定） 

   第１章 総則 

 （趣旨） 

第１条 この規程は、関東学院大学大学院学則（以下「大学院学則」という。）に基づき、関東学院 

 大学大学院工学研究科（以下「本研究科」という。）における授業科目の履修、学位の取扱い等に 

 関して、必要な事項を定める。 

２ 本研究科における学修については、大学院学則及び関東学院大学学位規則によるほか、入学年度 

 のこの規程によることを原則とする。 

 （履修登録） 

第２条 学生は毎年度始めに配布される履修登録用紙に、指導教授の指導を受け、その年度に履修し 

 ようとするすべての授業科目を記入し、所定の期日に教務課に提出して履修登録をしなければなら

ない。ただし、履修登録遅延の理由について、研究科委員長がやむを得ないと認めた場合に限り、

履修登録を受付けることがある。 

２ 前項ただし書きの場合でも、春学期及び秋学期それぞれの全授業期間の３分の１を経過したとき

は受付けない。なお、通年科目は当該年度の全授業期間の３分の１とする。 

３ 履修登録後に授業科目を追加登録または登録変更することは、原則として認めない。ただし、春 

 学期に登録済みの秋学期科目を、秋学期の所定の期日までに履修変更を申請することにより、変更、 

 削除及び追加することができる。 

４ 博士前期課程で学位論文を提出予定の者は、履修登録用紙に「修士論文」と記入し、博士後期課 

 程で学位論文を提出予定の者は、「博士論文」と記入する。 

 （単位の認定） 

第３条 履修登録科目の単位認定は、別に定める試験規程に基づき、試験によって行う。ただし、授 

業期間中の成績をもって試験に代えることがある。 

２ 出席回数が、授業日数の３分の２を満たさない場合は、その授業科目を不可とすることがある。 

３ 試験の成績は、秀（Ｓ）、優（Ａ）、良（Ｂ）、可（Ｃ）及び不可（Ｆ）をもって表し、可以上を合

格として単位の修得を認める。 

４ １単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準とし、授業 

 の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、次の基準により 

 単位数を計算するものとする。 

 （１） 講義及び演習（文献研究を含む）については、１５時間から３０時間までの範囲で、別に 

    定める時間の授業をもって１単位とする。 

 （２） 実験、実習及び実技については、３０時間から４５時間までの範囲で、別に定める時間の 

    授業をもって１単位とする。 

 （３） 研究実験及び研究演習実験には、演習を含むものとする。 

５ 授業科目に対する単位数及び専修・必修・選択の区別は、別に定める授業科目配当表に定めると 

 ころによる。 

６ 一度修得した授業科目は、単位を取消すこと及び再履修することができない。 

 （成績の質問） 

第４条 学期始めに配付される成績表の記載事項に疑問のある場合は、速やかに教務課へ申し出るも

のとする。ただし、申し出の期限は、成績表配付の日（履修指導の日）から２週間以内とする。 

 第２章 博士前期課程 

 （専修科目と指導教授） 

第５条 入学の際、所属する専攻課程に設けられている専修分野（別表）の中から専修すべき専修名 

 を選定するものとする。これを専修科目とする。 

２ 専修科目として選定した科目については、講義、文献研究、研究実験（演習を含む）を履修する 

 ことを要する。その専修科目を担当する教員を指導教授（指導教員）とする。 

（履修科目） 

第６条 所属する専攻課程に設けられた科目（専修別必修科目を含む）の選定及び履修にあたっては、 

 指導教授の指示を受けなければならない。 

２ 指導教授が必要と認めた場合は、他専攻開講科目及び他研究科開講科目で研究分野の科目と関連 

 する講義科目を履修することができる。この場合、他専攻科目受講願または他研究科科目受講願を 



 教務課に提出して、研究科委員長及び他研究科の許可を受けなければならない。 

３ 他専攻または他研究科で修得した単位は、修了要件に算入することができるが、他研究科で修得 

 した単位については、修了要件に算入できる単位は、４単位までとする。 

４ 指導教授が必要と認めた場合は、神奈川県内の大学間における学術交流協定大学の大学院におい 

て特別聴講学生として履修することができる。この場合において、特別聴講学生として修得した単 

位は、研究科委員会の議を経て、１５単位を限度として課程修了に必要な単位として認めることが 

できる。 

５ 学生が入学前に、他大学院において履修した授業科目について修得した単位及び科目等履修生と 

 して修得した単位を、研究科委員会の議を経て、１５単位を限度として大学院に入学した後の授業

科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

６ 前２項の単位の認定を併せて行うときは、合計２０単位を限度とするものとする。 

 （修士の学位取得の要件及び論文審査） 

第７条 修士の学位を取得するためには２年以上在学し、専修科目４単位、必修科目１２単位を含み

３０単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、学位論文の審査及び最終試験に合格し

なければならない。ただし、在学期間に関しては、優れた業績を上げた者については、博士前期課

程に１年以上在学すれば足りるものとする。なお、神奈川県内の大学間における学術交流協定大学

の大学院で特別聴講学生として、修得した単位のうち４単位まで、及び本学理工学部、建築・環境

学部又は工学部において、特別履修生として修得した単位のうち８単位まで含むことができる。 

２ 前項の所定の単位は、第１年次において２分の１以上の単位（専修別必修科目を含む）を修得し、 

 第２年次において論文研究を充分行えるよう履修すること。 

３ 第２年次の初めにおいて指導教授の指導を受け、学位論文の題名を定めるものとする。 

４ 第２年次に在学し、第１年次において２分の１以上の単位（専修別必修科目を含む）を修得した 

 者でなければ、学位論文を提出することができない。 

５ 学位論文については、「関東学院大学大学院工学研究科修士論文内規」に別に定める手順に従うも 

 のとする。 

６ 学位論文の審査は、研究科委員会の定める審査委員によってこれを行う。その審査委員は、指導 

 教授を主査とし、当該論文に関連ある科目担当教員２名（指導教授１名を含む）以上を加え、合計 

 ３名以上とする。 

７ 修士の学位に関する最終試験は、論文提出者の研究成果を確認する目的をもって、前項の審査委 

 員が学位論文を中心とし、口頭試問によって行う。ただし、筆記試験を併せて行うことができる。 

  なお、最終試験施行の日時については、研究科委員会が決定して、別途通知する。 

８ 学位の授与は、審査委員の報告により研究科委員会において審議して可否を議決する。この議決 

 は、研究科委員会構成員の３分の２以上が出席し、その過半数の同意を要する。 

 （転研究科・転専攻・編入学） 

第８条 転研究科、転専攻及び編入学は原則として認めない。 

 （復学及び再入学の履修） 

第９条 休学者が復学する場合の履修については、原則として入学年度の履修規程を適用し、退学者 

 が再入学する場合の履修については、原則として再入学した年度の履修規程を適用する。 

   第３章 博士後期課程 

 （専修科目と指導教授） 

第１０条 入学の際、所属の専攻課程に設けられている専修分野（別表）の中から専修すべき科目を 

 １科目選定し、これを専修科目とする。 

２ 専修科目として選定した科目を担当する教員を指導教授とする。 

 （履修科目） 

第１１条 所属専攻の専修分野より、専修科目１科目を選定し、指導教授の指導のもとに所定の研究 

 を行わなければならない。 

２ 専修科目以外の選択科目は、関連科目の中から、指導教授の指導を受け、履修するものとする。 

３ 本学前期課程開講科目を履修することはできるが、修得した単位は修了要件に算入することがで 

 きない。 

 （博士の学位取得の要件及び論文審査） 

第１２条 博士の学位は、各専攻分野における研究者として自立し、研究活動を行うに必要な高度に 

 して精深な学術の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を有する者に授与するものとする。 

２ 博士の学位を取得するには、博士後期課程に３年以上在学し博士後期課程授業科目から専修科目 



 ４単位を含めて８単位以上、合計３８単位（修士課程又は博士前期課程で修得した単位数３０単位 

を含む）以上修得し、なおかつ必要な研究指導を受けた上、学位論文を提出し、その審査及び最終 

試験に合格しなければならない。 

  なお、在学期間に関しては、特に優れた研究業績を上げた者については、大学院に４年（修士課 

 程に２年以上在学し、当該課程を修了した者にあっては、当該課程における２年の在学期間を含む 

 。）以上在学すれば充足したものと認めることがある。 

３ 前項に定めるもののほか、博士の学位は大学の定めるところにより、大学院の行う博士論文の審 

 査に合格し、かつ大学院の博士後期課程を修了した者と同等以上の学力を有することが確認された 

 者にも授与することがある。 

４ 最終試験は学位論文を中心として、これに関連ある科目について、口頭試問または筆答により行 

 い、外国語の能力試験を併せて実施する。 

５ 学位論文は原則として３部作成して、博士後期課程にある者は、学位の種類を指定し、研究指導 

 教授を通じて研究科委員長に提出しなければならない（原則として製本されたものとする）。 

６ 学位論文の審査は、論文提出後１年以内に終了する。その審査員は、研究指導教授を主査とし、 

 当該論文に関連ある科目担当教員２名（指導教授１名を含む）以上を加え、合計３名以上とする。 

７ 博士後期課程の単位を満して退学した者、または博士後期課程を経ない者については、本学学位 

 規則の定めるところによる。 

   第４章 規程の改廃 

 （規程の改廃） 

第１３条 この規程の改廃は、工学研究科委員会の議を経て、学長が行う。 

   附 則 

 この規程は、２００７年２月２８日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、２０１０年２月１８日に改正し、２０１０年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、２０１１年４月１日から改正施行する。 

附 則 

 この規程は、２０１２年２月８日に改正し、２０１２年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、２０１３年４月１日から改正施行する。 

附 則 

 この規程は、２０１４年１月２９日に改正し、２０１４年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、２０１６年１月８日に改正し、２０１６年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、２０１６年４月８日から改正施行する。 

附 則 

 この規程は、２０１６年４月１４日から改正施行する。 

附 則 

 この規程は、２０１６年１２月２３日に改正し、２０１７年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、２０２２年９月２０日から改正施行し、改正後の第６条第４項から第６項の規定は、

２０２２年４月１日から適用する。 


